
（１）事業の概要等

令和 6 年度

（２）事業費

（３）業績

単位

（４）事業の評価

千円

実施計画事業
評価対象年度

活動指標 ― －

維　持（改　善） 事務事業評価による額事業の方向性

E（廃止）業務自体を無くせるか

― ―

0

R（入替・代替）手順や担当を変えられるか

C（結合）作業をまとめられるか

今後の
実施内容

　防災意識の醸成は、繰り返し啓発することが重要であるため、引き続き、同規模で訓練を実施して
いきたい。また、今後は在宅避難の周知を行い、更なる自助の重要性を啓発していきたい。

　令和６年度は、岩崎中学校において総合防災訓練を実施し、併せて１５の小学校区において防災訓
練を同日開催することができた。この訓練で消火訓練・救助訓練・避難所運営訓練などを実施し、ま
た、協定締結事業者の活動紹介を行えたことにより住民に対し自助・共助の重要性、避難所の自主運
営の意識づけができ、本市への応援体制状況周知をすることができた。
　避難所となる小・中学校で防災訓練を実施していることや避難所の運営は避難者も携わることを
啓発していることで避難所を知っている市民の割合は前年度より増える結果となった。

事業の目的の
達成状況

及び
指標の

達成状況
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No

No
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S（単純化）もっと簡単にできるか Yes

実績 ― ― ― ―

目標 ― ―

76.0 76.0

実績 ― 76.0 73.8 77.2
指
標

指標ほか Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

成果指標

Ｒ6 Ｒ7

避難所を知っている市民の割合 ％
目標 ― 76.0 76.0

―

事業費合計（Ｃ＝Ａ+Ｂ） 千円 630 3,115 3,755 4,388

人件費（Ｂ） 千円 0 1,354 1,430 1,655

人件費 0

0.22正規職員 人 0 0.18 0.19

0

予算額 千円 4,980 3,111 2,885 3,295 4,465

対前年比 ％ ― 279.52% 132.03% 117.55%

Ｒ6 Ｒ7

直接経費
決算額

財源
一般財源

千円

630 1,761 2,325

0

計（Ａ） 630 1,761 2,325 2,733

2,733

国・県支出金 0 0 0

事
業
費

項目 単位等 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

その他 0 0 0

0会計年度任用職員 人 0 0

　この訓練は、災害対策基本法、大規模地震対策特別措置法及び小牧市地域防災計画に基
づき、大地震の発生による災害を想定し、各種地震対策訓練を実施し、地震対策に対する防
災体制の確立を図るとともに、防災思想の普及に資することを目的とする。
　地域防災力の向上につなげることができた。 事業概要

　大規模地震が発生したことを想定し、市内中学校を会場にして消火訓練、救助訓練、避難
所運営訓練を実施するもの。また、小学校区単位の防災訓練を同日開催することを呼びか
けている。
　参加者は、市職員、消防職員、消防団員、住民、協定締結事業者など。

事業の経緯
・

年度計画

1 目 13 大 5 中3 事業区分 その他（評価対象） 款 2 項

改善
取組内容

　訓練参加者への全体説明は、令和５年度から中止したが、担当者への個別説明は行っていた。説明資料を充実させ、担
当者への個別説明も行わないこととしたい。

令和７年度 詳細評価シート
事業番号 B0103

事務事業名 防災訓練実施事業 事業期間 昭和６３年度以前
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小牧市まちづくり推進計画
（R5年～R8年） 分野別計画編

基本
施策

1
展開
方向

　災害対策基本法、大規模地震対策特別措置法及び小牧市地域防災計画に基づき、大地震の発生による災害を想定し、各種地震対策訓練を実施することとしている。
　年１回実施し、開催時期は10月下旬。

～ 令和９年度以降

担当部 市民生活部 担当課・担当係 防災危機管理課　防災危機管理係

1

事業の目的・効果


